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平 成 28 年 第 ３ 回 小 城 市 議 会 定 例 会 提 案 理 由  

（ 平 成 28 年 ９ 月 １ 日 開 会 ）  

 

お は よ う ご ざ い ま す 。本 日 こ こ に 、平 成 28 年 第 ３ 回

小 城 市 議 会 定 例 会 を 招 集 い た し ま し た と こ ろ 、 議 員 の

皆 様 に は 、 御 参 集 を 賜 り 厚 く 御 礼 申 し 上 げ ま す 。  

 

【 先 議 分 】  

そ れ で は 、 こ れ よ り 本 議 会 に 提 案 い た し て お り ま す

議 案 の う ち 、 先 議 を お 願 い し た い 分 か ら 提 案 理 由 を 説

明 申 し 上 げ ま す 。  

 

ま ず 、議 案 第 48 号  工 事 請 負 契 約 の 締 結 に つ い て で

ご ざ い ま す 。  

こ の 工 事 は 、平 成 28 年 度 市 営 住 宅 建 替 事 業 牛 津 団 地

２ 号 棟 建 築 工 事 で ご ざ い ま す 。  

今 回 提 案 し て お り ま す 工 事 は 、 計 画 し て お り ま す 住

宅 、鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 ４ 階 建 て ２ 棟（ 80 戸 ）の う ち 、

北 側 ２ 号 棟 （ 48 戸 ） の 建 築 工 事 で ご ざ い ま す 。  

 契 約 の 方 法 は 、 条 件 付 一 般 競 争 入 札 に よ る 契 約 で 、

契 約 の 金 額 は ７ 億 956 万 円 、 契 約 の 相 手 方 は 、 中 野 ・

中 島 工 務 店 建 設 共 同 企 業 体  代 表 者  株 式 会 社 中 野 建

設 小 城 営 業 所  所 長  久 保 正 三
く ぼ し ょ う ぞ う

で ご ざ い ま す 。  

 工 期 は 、契 約 締 結 の 日 か ら 平 成 29 年 11 月 30 日 ま で

を 予 定 し て お り ま す 。  
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以 上 、 先 議 分 の 議 案 に つ き ま し て は 、 そ の 概 要 を 説

明 申 し 上 げ ま し た が 、 御 審 議 の 上 、 御 承 認 賜 り ま す よ

う よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  

 

【 通 常 分 】  

続 き ま し て 、 本 議 会 に 提 案 い た し て お り ま す 議 案 の

提 案 理 由 を 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 49 号  小 城 市 農 業 委 員 会 の 委 員 及 び 農

地 利 用 最 適 化 推 進 委 員 の 定 数 に 関 す る 条 例 に つ き ま し

て は 、 農 業 委 員 会 等 に 関 す る 法 律 の 一 部 が 改 正 さ れ た

こ と に よ り 、 小 城 市 農 業 委 員 会 の 委 員 及 び 農 地 利 用 最

適 化 推 進 委 員 の 定 数 に 関 す る 条 例 を 制 定 す る も の で ご

ざ い ま す 。  

条 例 の 内 容 で ご ざ い ま す が 、 従 来 の 農 業 委 員 数 を 半

減 さ せ 、 新 た に 農 地 利 用 最 適 化 推 進 委 員 を 設 置 す る こ

と に よ り 、 農 地 等 の 利 用 の 最 適 化 を 推 進 す る も の で ご

ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 50 号  小 城 市 議 会 議 員 及 び 小 城 市 長 の

選 挙 に お け る 選 挙 運 動 用 自 動 車 の 使 用 及 び 選 挙 運 動 用

ポ ス タ ー 等 の 作 成 の 公 費 負 担 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改

正 す る 条 例 に つ き ま し て は 、 公 職 選 挙 法 施 行 令 の 一 部

が 改 正 さ れ た こ と に よ り 、 条 例 の 一 部 を 改 正 す る も の

で ご ざ い ま す 。  
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改 正 の 内 容 で ご ざ い ま す が 、 一 般 運 送 契 約 以 外 の 契

約 に よ り 、 選 挙 運 動 用 自 動 車 を ２ 台 以 上 借 入 れ た 場 合

に 公 費 負 担 と な る １ 台 に つ い て の １ 日 当 た り の 限 度 額

や 選 挙 運 動 用 ビ ラ １ 枚 の 作 成 単 価 な ど が 見 直 さ れ た こ

と に 伴 い 、 所 要 の 改 正 を 行 う も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 51 号  小 城 市 手 数 料 徴 収 条 例 及 び 小 城

市 印 鑑 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 に つ き ま し て は 、 個

人 番 号 カ ー ド を 利 用 し て 、 住 民 票 の 写 し な ど の 証 明 書

を コ ン ビ ニ エ ン ス ス ト ア で 交 付 す る サ ー ビ ス を 開 始 す

る こ と 等 に 伴 い 、 小 城 市 手 数 料 徴 収 条 例 及 び 小 城 市 印

鑑 条 例 の 一 部 を 改 正 す る も の で ご ざ い ま す 。  

改 正 の 内 容 で ご ざ い ま す が 、 個 人 番 号 カ ー ド を 使 用

し た コ ン ビ ニ 交 付 サ ー ビ ス を 開 始 す る こ と に 伴 い ま し

て 、 こ の サ ー ビ ス に よ る 住 民 票 の 写 し 等 、 証 明 書 の 交

付 手 数 料 の 額 を 定 め る も の で ご ざ い ま す 。  

ま た 、 個 人 番 号 カ ー ド を 使 用 し た コ ン ビ ニ 交 付 サ ー

ビ ス を 開 始 す る た め 、 印 鑑 登 録 証 明 書 の 交 付 方 法 を 変

更 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 52 号  小 城 市 税 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す

る 条 例 で ご ざ い ま す が 、 地 方 税 法 等 の 一 部 が 改 正 さ れ

る こ と に 伴 い 、 条 例 を 改 正 す る も の で ご ざ い ま す 。  

改 正 の 内 容 で ご ざ い ま す が 、 申 告 を し た 後 に 減 額 更

正 が さ れ 、 そ の 後 さ ら に 増 額 更 正 又 は 修 正 申 告 が あ っ
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た 場 合 に お い て 、 延 滞 金 の 計 算 期 間 が 規 定 さ れ た こ と

に 伴 い 所 要 の 規 定 を 整 備 す る こ と の ほ か 、 特 定 一 般 用

医 薬 品 等 の 購 入 に つ い て 医 療 費 控 除 の 特 例 が 創 設 さ れ 、

一 定 の 期 間 に お い て 個 人 住 民 税 に つ い て も 適 用 さ れ る

こ と か ら 医 療 費 控 除 の 特 例 に 関 す る 規 定 な ど の 整 備 を

行 う も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 53 号  第 ２ 次 小 城 市 総 合 計 画 の 基 本 構

想 及 び 基 本 計 画 に つ い て で ご ざ い ま す が 、 新 た な 時 代

に ふ さ わ し い ま ち づ く り を 実 現 す る た め の 指 針 と し て 、

小 城 市 総 合 計 画 策 定 条 例 第 ３ 条 の 規 定 に 基 づ き 、 平 成

29 年 度 を 初 年 度 と す る 第 ２ 次 小 城 市 総 合 計 画 を 策 定 す

る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 54 号  小 城 市 道 路 線 の 廃 止 に つ い て で

ご ざ い ま す が 、 市 営 住 宅 柿 樋 瀬 団 地 の 解 体 に 伴 い 、 市

道 牛 津 保 育 所 線 を 廃 止 し た い の で 、道 路 法 第 10 条 第 ３

項 の 規 定 に よ り 議 会 の 議 決 を 求 め る も の で ご ざ い ま す 。 

 

続 き ま し て 、 決 算 関 係 議 案 に つ き ま し て ご 説 明 申 し

上 げ ま す 。  

 

は じ め に 、 議 案 第 55 号  平 成 27 年 度 小 城 市 一 般 会

計 歳 入 歳 出 決 算 認 定 に つ い て で ご ざ い ま す が 、 歳 入 に

つ き ま し て は 、 予 算 現 額 231 億 5,8 9 6 万 9,0 4 2 円 に 対
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し ま し て 、 調 定 額 が 229 億 3,5 7 5 万 989 円 、 収 入 済 額

が 227 億 4,3 5 9 万 3,2 4 4 円 で 、 不 納 欠 損 額 は 2,81 4 万

6,2 0 9 円 、収 入 未 済 額 は １ 億 6,40 1 万 1,5 3 6 円 と な っ て

お り ま す 。 収 入 未 済 額 と し ま し て は 、 市 税 １ 億 4,47 1

万 9,5 4 3 円 、 分 担 金 及 び 負 担 金 1,12 5 万 8,8 9 4 円 が 主

な も の で ご ざ い ま す 。 な お 、 市 税 の 収 入 率 に つ き ま し

て は 、 前 年 度 よ り 1.0 ポ イ ン ト 改 善 し 、 96.0％ と な っ

て お り ま す 。  

次 に 、 歳 出 で ご ざ い ま す が 、 予 算 現 額 231 億 5,8 9 6

万 9,0 4 2 円 に 対 し ま し て 、 支 出 済 額 が 221 億 6,2 8 6 万

1,5 9 0 円 で 、 予 算 現 額 に 対 す る 執 行 率 は 95.7％ と な っ

て お り ま す 。  

以 上 の こ と か ら 、 歳 入 歳 出 差 引 額 は ５ 億 8,07 3 万

1,6 5 4 円 と な っ て お り ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 56 号  平 成 27 年 度 小 城 市 授 産 場 特 別

会 計 歳 入 歳 出 決 算 認 定 に つ い て で ご ざ い ま す が 、 歳 入

に つ き ま し て は 、 予 算 現 額 2,56 6 万 ８ 千 円 に 対 し ま し

て 、 調 定 額 が 2,37 2 万 2,0 0 2 円 、 収 入 済 額 も 同 額 と な

っ て お り ま す 。  

次 に 、 歳 出 で ご ざ い ま す が 、 予 算 現 額 2,56 6 万 ８ 千

円 に 対 し ま し て 、 支 出 済 額 が 2,21 9 万 8, 7 9 3 円 で 、 予

算 現 額 に 対 す る 執 行 率 は 86.5％ と な っ て お り ま す 。  

以 上 の こ と か ら 、 歳 入 歳 出 差 引 額 は 、 152 万 3,2 0 9

円 で 、 全 額 を 翌 年 度 へ 繰 り 越 す こ と と し て い ま す 。  
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次 に 、 議 案 第 57 号  平 成 27 年 度 小 城 市 簡 易 水 道 特

別 会 計 歳 入 歳 出 決 算 認 定 に つ い て で ご ざ い ま す が 、 歳

入 に つ き ま し て は 、 予 算 現 額 831 万 ５ 千 円 に 対 し ま し

て 、調 定 額 が 813 万 7,1 8 7 円 、収 入 済 額 が 809 万 5,3 6 6

円 、 収 入 未 済 額 が ４ 万 1,82 1 円 と な っ て お り ま す 。  

歳 出 に つ き ま し て は 、 予 算 現 額 831 万 ５ 千 円 に 対 し

ま し て 、 支 出 済 額 が 658 万 6,4 0 4 円 と な り ま し た 。  

以 上 の こ と か ら 、 歳 入 歳 出 差 引 額 は 150 万 8,9 6 2 円

と な り 、 全 額 を 翌 年 度 へ 繰 り 越 す こ と と し て い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 58 号  平 成 27 年 度 小 城 市 下 水 道 特 別

会 計 歳 入 歳 出 決 算 認 定 に つ い て で ご ざ い ま す が 、 歳 入

に つ き ま し て は 、予 算 現 額 29 億 8,1 5 3 万 ６ 千 円 に 対 し

ま し て 、調 定 額 が 28 億 9,4 5 2 万 6,4 2 9 円 、収 入 済 額 が

28 億 8,7 0 9 万 3,3 9 5 円 で 、 不 納 欠 損 額 は 38 万 7,9 1 0

円 、 収 入 未 済 額 が 704 万 5,1 2 4 円 と な っ て お り ま す 。  

歳 出 に つ き ま し て は 、予 算 現 額 29 億 8,1 5 3 万 ６ 千 円

に 対 し ま し て 、支 出 済 額 が 28 億 2,6 7 3 万 3,9 8 4 円 と な

っ て お り ま す 。  

以 上 の こ と か ら 、 歳 入 歳 出 差 引 額 は 6,03 5 万 9,4 1 1

円 と な っ て お り ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 59 号  平 成 27 年 度 小 城 市 国 民 健 康 保

険 特 別 会 計 歳 入 歳 出 決 算 認 定 に つ い て で ご ざ い ま す が 、
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歳 入 に つ き ま し て は 、調 定 額 が 61 億 9, 3 0 4 万 3,8 6 9 円 、

収 入 済 額 が 59 億 5,1 2 7 万 5,7 8 9 円 で 、不 納 欠 損 額 2,32 2

万 9,8 5 5 円 、 収 入 未 済 額 が 2 億 1,8 5 3 万 8,2 2 5 円 と な

っ て お り ま す 。  

歳 出 に つ き ま し て は 、支 出 済 額 が 63 億 2,8 1 0 万 6,6 0 0

円 と な り 、 歳 入 歳 出 差 引 歳 入 不 足 額 ３ 億 7,68 3 万 811

円 を 翌 年 度 繰 上 充 用 金 で 補 填 い た し ま し た の で 、 歳 入

歳 出 差 引 残 額 は ご ざ い ま せ ん 。  

 

次 に 、 議 案 第 60 号  平 成 27 年 度 小 城 市 後 期 高 齢 者

医 療 特 別 会 計 歳 入 歳 出 決 算 認 定 に つ い て で ご ざ い ま す

が 、歳 入 に つ き ま し て は 、調 定 額 が ４ 億 9,32 2 万 3,1 2 5

円 、 収 入 済 額 が ４ 億 9,26 3 万 2,7 8 6 円 で 、 不 納 欠 損 額

は 14 万 1,8 0 0 円 、 収 入 未 済 額 が 44 万 8,5 3 9 円 と な っ

て お り ま す 。  

歳 出 に つ き ま し て は 、支 出 済 額 が ４ 億 8,44 2 万 7,0 4 6

円 と な り 、 歳 入 歳 出 差 引 額 は 820 万 5,7 4 0 円 と な っ て

お り ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 61 号  平 成 27 年 度 小 城 市 水 道 事 業 会

計 利 益 の 処 分 及 び 決 算 の 認 定 に つ い て で ご ざ い ま す が 、

は じ め に 、平 成 27 年 度 の 業 務 量 に つ い て ご 説 明 申 し 上

げ ま す 。  

給 水 戸 数 は 、前 年 度 よ り 70 戸 増 の 6,78 2 戸 、年 間 有

収 水 量 は 159 万 3,0 7 5 立 方 メ ー ト ル で 、 前 年 度 よ り
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0 . 7％ の 増 と な っ て お り ま す 。 有 収 率 は 87.9 1％ で 、 前

年 度 よ り 1.57 ポ イ ン ト の 増 と な っ て お り ま す 。  

次 に 、 収 益 的 収 入 及 び 支 出 に つ い て ご 説 明 申 し 上 げ

ま す 。  

営 業 収 益 は 、2億 6,5 1 3万 5,4 0 0円 で 、前 年 度 よ り 0.9％

の 増 、 営 業 費 用 は 2億 2,9 0 4万 9,7 6 4円 で 、 前 年 度 よ り

0.4％ の 増 と な り 、 営 業 利 益 は 3,60 8万 5,6 3 6円 と な り ま

し た 。  

営 業 外 収 益 に つ き ま し て は 、1,24 1万 26 4円 で 、前 年 度

よ り 18.2％ の 減 、営 業 外 費 用 は 1,55 4万 2, 3 5 4円 で 、前 年

度 よ り 7.3％ の 減 と な り ま し た 。  

以 上 の こ と か ら 、収 益 合 計 か ら 費 用 合 計 を 差 し 引 い た

当 年 度 の 純 利 益 は 3,29 5万 3, 5 4 6円 と な っ て お り ま す 。  

次 に 、資 本 的 収 入 及 び 支 出 で は 、資 本 的 収 入 は あ り ま

せ ん で し た が 、 資 本 的 支 出 の 総 額 は 1億 7, 34 3万 236円 と

な っ て お り ま す 。  

ま た 、 当 年 度 未 処 分 利 益 剰 余 金 は 7,62 0 万 1,7 5 3 円

と な り ま す 。  

利 益 の 処 分 と い た し ま し て 、 未 処 分 利 益 剰 余 金 か ら

2,00 0 万 円 を 建 設 改 良 積 立 金 に 積 み 立 て 、残 り の 5,62 0

万 1,7 5 3 円 を 繰 越 利 益 剰 余 金 と す る も の で ご ざ い ま す 。 

 

次 に 、 議 案 第 62 号  平 成 27 年 度 小 城 市 病 院 事 業 会

計 決 算 認 定 に つ い て で ご ざ い ま す が 、 は じ め に 、 平 成

27 年 度 の 業 務 量 に つ い て ご 説 明 申 し 上 げ ま す 。 入 院 患
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者 延 数 は 23,6 7 1 人 で 前 年 度 よ り 611 人 の 増 と な り 、１

日 平 均 患 者 数 64.6 7 人 、病 床 利 用 率 は 65.3 3％ と な っ て

お り ま す 。 外 来 患 者 は 、 49, 1 5 3 人 で 前 年 度 よ り 125 人

の 増 と な り ま し た が 、 １ 日 平 均 患 者 数 は 195. 8 3 人 で

0.1 4％ の 減 と な り ま し た 。  

次 に 、 収 益 的 収 入 及 び 支 出 に つ い て ご 説 明 い た し ま

す 。  

医 業 収 益 に つ き ま し て は ､11 億 4,4 8 1 万 4,1 2 4 円 で 前

年 度 よ り 4.84％ の 増 、医 業 費 用 に つ き ま し て は 、 11 億

9,8 6 9 万 4,8 8 3 円 で 前 年 度 よ り 0.91％ の 減 と な り 、 医

業 損 失 は 5,38 8 万 759 円 と な り ま し た 。  

次 に 、 医 業 外 収 益 に つ き ま し て は ､1 億 271 万 5,0 6 3

円 で 前 年 度 よ り 11.8 4％ の 減 、医 業 外 費 用 に つ き ま し て

は 、 2,85 3 万 6,2 4 5 円 で 前 年 度 よ り 1.34％ の 減 で 、 医

業 外 利 益 は 7,41 7 万 8,8 1 8 円 と な り ま し た 。  

27 年 度 は 、 総 収 益 か ら 総 費 用 を 差 し 引 い た 純 利 益 が

2,02 9 万 8,0 5 9 円 と な っ て お り ま す 。  

次 に 資 本 的 収 入 及 び 支 出 に つ い て ご 説 明 申 し 上 げ ま

す 。  

資 本 的 収 入 の 合 計 は 2,30 0 万 1,0 0 0 円 で 前 年 度 よ り

13.1 8％ の 増 、資 本 的 支 出 の 合 計 は 3,42 3 万 9,7 0 0 円 で

前 年 度 よ り 14.1 8％ の 増 と な っ て お り ま す 。  

 

以 上 、平 成 27 年 度 一 般 会 計 及 び 特 別 会 計 歳 入 歳 出 決

算 認 定 に つ き ま し て は 、 地 方 自 治 法 第 233 条 第 ３ 項 の
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規 定 に よ り 、ま た 、平 成 27 年 度 小 城 市 水 道 事 業 会 計 及

び 小 城 市 病 院 事 業 会 計 決 算 認 定 に つ き ま し て は 、 地 方

公 営 企 業 法 第 30 条 第 ４ 項 の 規 定 に よ り 、監 査 委 員 の 意

見 を 付 し て 議 会 の 認 定 を お 願 い し 、併 せ て 、平 成 27 年

度 決 算 に 係 る 実 質 赤 字 比 率 、 連 結 実 質 赤 字 比 率 、 実 質

公 債 費 比 率 、 将 来 負 担 比 率 及 び 資 金 不 足 比 率 に つ き ま

し て 、 議 会 に 報 告 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

 続 き ま し て 、 補 正 予 算 に つ い て 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

ま ず 、 議 案 第 63 号  平 成 28 年 度 小 城 市 一 般 会 計 補

正 予 算 （ 第 ４ 号 ） は 、 既 定 の 歳 入 歳 出 予 算 に そ れ ぞ れ

３ 億 1,58 5 万 ９ 千 円 を 追 加 し 、 補 正 後 の 予 算 の 総 額 を

歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ 221 億 7, 4 9 7 万 ７ 千 円 と す る も の で

ご ざ い ま す 。  

第 ２ 表  地 方 債 補 正 は 、 農 地 及 び 農 業 用 施 設 災 害 復

旧 費 及 び 道 路 橋 り ょ う 災 害 復 旧 事 業 を 追 加 し 、 臨 時 財

政 対 策 の 借 入 限 度 額 を 変 更 す る も の で ご ざ い ま す 。  

そ れ で は 、 補 正 の 主 な も の に つ い て 、 ま ず 歳 出 か ら

説 明 申 し 上 げ ま す 。  

第 ２ 款  総 務 費 で は 、 地 方 交 付 税 法 の 一 部 改 正 に 伴

う 震 災 復 興 特 別 交 付 税 の 過 年 度 返 還 金 の ほ か 、 戸 籍 ・

住 基 事 務 費 の 地 方 公 共 団 体 情 報 シ ス テ ム 機 構 交 付 金 及

び 小 城 市 第 ５ 投 票 所 と し て 使 用 し て お り ま す 「 織 島 倉

庫 」 の 経 年 劣 化 に よ る 施 設 改 修 費 な ど を 計 上 し て お り
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ま す 。  

第 ３ 款  民 生 費 で は 、 地 域 介 護 ・ 福 祉 空 間 整 備 推 進

補 助 金 の ほ か 、 各 事 業 の 国 庫 負 担 金 等 の 過 年 度 返 還 金

及 び 国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 へ の 基 準 外 繰 出 金 な ど を 計

上 し て お り ま す 。  

第 ６ 款  農 林 水 産 業 費 で は 、 農 業 排 水 施 設 維 持 管 理

事 業 の 芦 刈 第 ２ 排 水 機 場 の ポ ン プ 補 修 工 事 費 の ほ か 、

農 業 の 生 産 性 の 向 上 、 効 率 的 ・ 安 定 的 な 農 業 経 営 の 確

保 の た め の 「 基 盤 整 備 促 進 事 業 」 な ど を 計 上 し て お り

ま す 。  

第 ８ 款  土 木 費 で は 、 道 路 維 持 補 修 事 業 の ほ か 、 平

成 27 年 度 決 算 に よ り 繰 越 額 が 確 定 し た こ と に よ る 下 水

道 特 別 会 計 繰 出 金 な ど を 計 上 し て お り ま す 。  

第 10 款  教 育 費 で は 、牛 津 小 学 校 大 規 模 改 修 工 事 に

伴 う 給 食 の 配 送 に 係 る 経 費 な ど を 計 上 し て お り ま す 。  

第 11 款  災 害 復 旧 費 で は 、今 年 ６ 月 の 豪 雨 に よ り 被

災 し た 農 地 、 農 業 用 施 設 、 林 業 施 設 、 道 路 、 河 川 等 の

復 旧 に 係 る 経 費 を 計 上 し て お り ま す 。  

第 12 款  公 債 費 で は 、 平 成 27 年 度 の 市 債 借 入 が 確

定 し た こ と に 伴 い 、 地 方 債 償 還 金 の 元 金 及 び 利 子 を 計

上 し て お り ま す 。  

第 14 款  予 備 費 で は 、今 年 ６ 月 の 豪 雨 に よ り 被 災 し

た 道 路 等 の 一 部 に つ い て 緊 急 的 な 復 旧 が 必 要 で あ っ た

こ と 、 ま た 、 イ ラ ス ト 使 用 に お け る 著 作 権 侵 害 の 賠 償

金 の 支 払 い に つ い て 、 止 む を 得 ず 予 備 費 を 充 用 し て 対
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応 し た た め 、 予 備 費 を 通 常 額 に 修 正 す る た め の 予 算 を

計 上 し て お り ま す 。  

な お 、 人 事 異 動 等 に 伴 う 職 員 等 の 人 件 費 に つ い て は

今 回 の 補 正 に お い て 計 上 し て お り ま す 。  

以 上 、 歳 出 の 主 な も の に つ い て 申 し 上 げ ま し た が 、

歳 入 に つ き ま し て は 、 こ れ ら の 事 務 事 業 に 伴 う 分 担 金

及 び 負 担 金 、 国 ・ 県 支 出 金 、 諸 収 入 、 市 債 の ほ か 、 額

の 確 定 等 に よ り 地 方 特 例 交 付 金 、 地 方 交 付 税 、 財 産 収

入 、 繰 越 金 を 、 財 源 調 整 と し て 基 金 繰 入 金 を 計 上 す る

も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 64 号  平 成 28 年 度 小 城 市 授 産 場 特 別

会 計 補 正 予 算 （ 第 １ 号 ） で ご ざ い ま す が 、 既 定 の 歳 入

歳 出 予 算 の 総 額 2,51 6 万 ８ 千 円 に 変 更 は な く 、 前 年 度

決 算 に 伴 う 繰 越 額 が 確 定 い た し ま し た の で 、 一 般 会 計

繰 入 金 と 繰 越 金 の 組 み 換 え を 行 う も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 65 号  平 成 28 年 度 小 城 市 簡 易 水 道 特

別 会 計 補 正 予 算 （ 第 １ 号 ） は 、 既 定 の 歳 入 歳 出 予 算 の

総 額 994 万 ２ 千 円 に 変 更 は な く 、 前 年 度 決 算 に 伴 う 繰

越 額 が 確 定 い た し ま し た の で 、 一 般 会 計 繰 入 金 と 繰 越

金 の 組 み 替 え を 行 う も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 66 号  平 成 28 年 度 小 城 市 下 水 道 特 別

会 計 補 正 予 算 （ 第 １ 号 ） は 、 歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 に 歳
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入 歳 出 そ れ ぞ れ 288 万 ７ 千 円 を 追 加 し 、 歳 入 歳 出 予 算

の 総 額 を 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ 23 億 8,3 1 7 万 １ 千 円 と す る

も の で ご ざ い ま す 。  

歳 入 の 主 な 内 容 は 、 前 年 度 決 算 に 伴 う 繰 越 額 が 確 定

し た こ と に よ る 一 般 会 計 繰 入 金 及 び 公 共 施 設 整 備 基 金

繰 入 金 と 繰 越 金 の 組 み 替 え を 行 う も の で ご ざ い ま す 。  

歳 出 の 主 な 内 容 は 、４ 月 の 人 事 異 動 等 に 伴 う 人 件 費 、

東 新 町 浄 化 施 設 管 理 費 を 計 上 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 67 号  平 成 28 年 度 小 城 市 国 民 健 康 保

険 特 別 会 計 補 正 予 算 （ 第 ２ 号 ） は 、 既 定 の 歳 入 歳 出 予

算 に そ れ ぞ れ 108 千 円 を 追 加 し 、 予 算 総 額 を 歳 入 歳 出

そ れ ぞ れ 62 億 4,5 2 4 万 ３ 千 円 と す る も の で ご ざ い ま す 。 

補 正 の 内 容 は 、 歳 入 で は 、 前 年 度 決 算 の た め の 繰 上

充 用 金 が 確 定 し た こ と に よ り 、 赤 字 補 填 の た め の 一 般

会 計 か ら の 繰 入 金 ２ 億 5,50 9 万 ３ 千 円 を 計 上 す る ほ か 、

国 庫 支 出 金 を 減 額 す る も の で ご ざ い ま す 。  

ま た 、 歳 出 で は 、 後 期 高 齢 者 支 援 金 等 の 額 の 決 定 及

び 繰 上 充 用 金 が 確 定 し た こ と に よ り 計 上 す る も の で ご

ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 68 号  平 成 28 年 度 小 城 市 後 期 高 齢 者

医 療 特 別 会 計 補 正 予 算 （ 第 １ 号 ） は 、 既 定 の 歳 入 歳 出

予 算 に そ れ ぞ れ 992 万 ３ 千 円 を 追 加 し 、 予 算 総 額 を 歳

入 歳 出 そ れ ぞ れ ５ 億 1,42 9 万 ９ 千 円 と す る も の で ご ざ
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い ま す 。  

補 正 の 主 な 内 容 は 、 歳 入 で は 前 年 度 の 繰 越 金 が 確 定

し ま し た の で 補 正 す る も の で ご ざ い ま す 。  

ま た 、 歳 出 で は 、 後 期 高 齢 者 医 療 広 域 連 合 へ の 納 付

金 の ほ か 、 過 年 度 保 険 料 の 還 付 金 を 計 上 す る も の で ご

ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 69 号  平 成 28 年 度 小 城 市 水 道 事 業 会

計 補 正 予 算 （ 第 １ 号 ） は 、 収 益 的 支 出 の 水 道 事 業 費 の

営 業 費 用 を 14 7 万 ３ 千 円 追 加 し 、 予 備 費 を 147 万 ３ 千

円 減 額 す る も の で 、 既 定 の 収 益 的 支 出 の 総 額 に 変 更 は

あ り ま せ ん 。資 本 的 支 出 は 、既 定 の 予 算 に 60 万 １ 千 円

を 追 加 し 、 資 本 的 支 出 総 額 を 3 億 504 万 ５ 千 円 と す る

も の で ご ざ い ま す 。  

補 正 の 主 な 内 容 は 、 収 益 的 支 出 に つ き ま し て は 、 人

事 異 動 に 伴 う 職 員 の 人 件 費 の 増 額 な ど を 計 上 し 、 資 本

的 支 出 に つ き ま し て は 水 道 管 移 設 補 償 に 伴 い ま す 過 納

分 の 返 還 金 を 計 上 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 70 号  平 成 28 年 度 小 城 市 病 院 事 業 会

計 補 正 予 算 （ 第 １ 号 ） は 、 収 益 的 支 出 の 既 定 予 算 か ら

4,20 0 万 5 千 円 を 減 額 し 、 収 益 的 支 出 を 12 億 5,7 8 1 万

８ 千 円 と す る も の で ご ざ い ま す 。  

補 正 の 内 容 は 、 人 事 異 動 等 に 伴 う 人 件 費 の 減 額 で ご

ざ い ま す 。  
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 以 上 、平 成 28 年 度 補 正 予 算 に つ い て ご 説 明 申 し 上 げ

ま し た 。  

 

 

次 に 、 諮 問 第 ３ 号  人 権 擁 護 委 員 候 補 者 の 推 薦 に つ

い て で ご ざ い ま す が 、 人 権 擁 護 委 員 の 釘 本
く ぎ も と

萬
ま

壽
す

美
み

氏 が

平 成 28 年 12 月 31 日 を も っ て 任 期 満 了 と な り ま す の で 、 

再 度 推 薦 す る た め 、 人 権 擁 護 委 員 法 第 ６ 条 第 ３ 項 の 規

定 に よ り 議 会 の 意 見 を 求 め る も の で ご ざ い ま す 。  

 

続 き ま し て 、 報 告 第 ７ 号 及 び 報 告 第 ８ 号 に つ い て 報

告 申 し 上 げ ま す 。  

 

ま ず 、報 告 第 ７ 号  平 成 27 年 度 小 城 市 一 般 会 計 継 続

費 精 算 報 告 書 で ご ざ い ま す が 、 中 心 市 街 地 活 性 化 事 業

（ ま ち な か 市 民 交 流 プ ラ ザ 建 設 分 ）は 平 成 25 年 度 か ら

平 成 27 年 度 ま で の ３ 箇 年 の 継 続 事 業 で 実 施 し 、 ま た 、

牛 津 公 民 館 等 改 修 事 業 は 平 成 26 年 度 か ら 平 成 27 年 度

ま で の ２ 箇 年 の 継 続 事 業 で 実 施 し て お り ま す 。  

こ れ ら の 事 業 が 平 成 27 年 度 に 完 了 い た し ま し た の で 、

地 方 自 治 法 施 行 令 第 145 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 、 継 続

費 の 精 算 報 告 を す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、報 告 第 ８ 号  平 成 27 年 度 小 城 市 下 水 道 特 別 会

計 継 続 費 精 算 報 告 書 で ご ざ い ま す が 、 特 定 環 境 保 全 公
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共 下 水 道 事 業 三 日 月 浄 化 セ ン タ ー 設 備 工 事 を 平 成 26 年

度 か ら 平 成 27 年 度 ま で の ２ 箇 年 の 継 続 事 業 で 実 施 し て

お り ま す 。  

こ れ ら の 事 業 が 平 成 27 年 度 に 完 了 い た し ま し た の で 、

地 方 自 治 法 施 行 令 第 145 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 、 継 続

費 の 精 算 報 告 を す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

続 き ま し て 、報 告 第 ９ 号 か ら 報 告 第 13 号 ま で は 、専

決 処 分 の 報 告 に つ い て で ご ざ い ま す 。  

 

ま ず 、 報 告 第 ９ 号  の 内 容 と い た し ま し て は 、 平 成

27 年 ７ 月 に 、 小 城 市 児 童 セ ン タ ー 職 員 が 「 小 城 市 児 童

セ ン タ ー だ よ り（ な つ や す み 号 ）」の チ ラ シ を 作 成 し た

と こ ろ 、 使 用 許 諾 を 受 け て い な い イ ラ ス ト １ 点 を 使 用

し て い た こ と が 相 手 方 の 指 摘 に よ り 判 明 い た し ま し て 、

著 作 権 法 で 保 護 さ れ る 権 利 を 侵 害 し た た め 、 損 害 賠 償

の 額 を 決 定 し た も の で ご ざ い ま す 。  

次 に 、報 告 第 10 号  の 内 容 と い た し ま し て は 、平 成

27 年 6 月 及 び 7 月 に 、 生 涯 学 習 課 職 員 が 「 家 庭 の 日 」

及 び ｢ラ ジ オ 体 操 会 」を 周 知 す る た め に チ ラ シ を 作 成 し

た と こ ろ 、 使 用 許 諾 を 受 け て い な い イ ラ ス ト ４ 点 を 使

用 し て い た こ と が 相 手 方 の 指 摘 に よ り 判 明 い た し ま し

て 、 著 作 権 法 で 保 護 さ れ る 権 利 を 侵 害 し た た め 、 損 害

賠 償 の 額 を 決 定 し た も の で ご ざ い ま す 。  

こ の ２ 件 の 報 告 事 案 に つ き ま し て は 、 小 城 市 長 の 専
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決 処 分 事 項 の 指 定 に 関 す る 条 例 第 ２ 条 第 ３ 号 の 規 定 に

よ り 平 成 28 年 7 月 26 日 付 け で 専 決 処 分 を い た し ま し

た の で 、 地 方 自 治 法 第 180 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り こ れ

を 報 告 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、報 告 第 11 号  の 内 容 と い た し ま し て は 、平 成

28 年 ６ 月 24 日 午 後 １ 時 10 分 頃 、 健 康 増 進 課 職 員 が 運

転 す る 公 用 車 が 、 小 城 保 健 福 祉 セ ン タ ー 駐 車 場 で 相 手

方 の 自 家 用 車 に 対 し て 接 触 さ せ た た め 、 そ の 損 害 賠 償

に つ い て 小 城 市 長 の 専 決 処 分 事 項 の 指 定 に 関 す る 条 例

第 ２ 条 第 ３ 号 の 規 定 に よ り 平 成 28 年 ８ 月 ９ 日 付 け で 専

決 処 分 を し 、 額 を 決 定 し た も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、報 告 第 12 号  の 内 容 と い た し ま し て は 、平 成

28 年 ７ 月 12 日 午 前 ９ 時 50 分 頃 、 商 工 観 光 課 職 員 が 芦

刈 町 海 遊 ふ れ あ い パ ー ク 西 側 堤 防 で 除 草 作 業 中 に 草 刈

機 で 跳 ね た 石 が 相 手 方 の 車 両 に 当 り 損 傷 さ せ た た め 、

そ の 損 害 賠 償 に つ い て 小 城 市 長 の 専 決 処 分 事 項 の 指 定

に 関 す る 条 例 第 ２ 条 第 ３ 号 の 規 定 に よ り 平 成 28 年 ８ 月

１ 日 付 け で 専 決 処 分 を し 、 額 を 決 定 し た も の で ご ざ い

ま す 。  

 

次 に 、報 告 第 13 号  の 内 容 と い た し ま し て は 、平 成

28 年 ７ 月 28 日 午 後 ６ 時 頃 、相 手 方 が 市 道 今 市・東 分 線

を 自 動 車 で 走 行 中 、 東 分 公 民 館 前 の 横 断 側 溝 を 通 過 し



18 

た 際 に 側 溝 の 蓋 が 破 損 し 、 車 両 を 破 損 さ せ た た め 、 そ

の 損 害 賠 償 に つ い て 小 城 市 長 の 専 決 処 分 事 項 の 指 定 に

関 す る 条 例 第 ２ 条 第 ３ 号 の 規 定 に よ り 平 成 28 年 ８ 月 ８

日 付 け で 専 決 処 分 を し 、 額 を 決 定 し た も の で ご ざ い ま

す 。  

以 上 ３ 件 の 報 告 事 案 に つ き ま し て は 、 地 方 自 治 法 第

180 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り こ れ を 報 告 す る も の で ご ざ

い ま す 。  

 

以 上 、 今 定 例 会 に 提 案 を い た し て お り ま す 議 案 に つ

き ま し て は 、 そ の 概 要 を 説 明 申 し 上 げ ま し た が 、 御 審

議 の 上 、 御 承 認 賜 り ま す よ う よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ

ま し て 、 提 案 理 由 の 説 明 と さ せ て い た だ き ま す 。  

ど う ぞ よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  


